
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その昔、上野村には江戸から武州（埼玉）を通り、信州（長

野）に抜ける街道がつらぬき、交通の要所としてのにぎわい

を見せていました。道中、上武国境は深い山地帯で、いくつ

もの峠道が山を越え谷越え、つけられてきました。それらの

峠道や街道沿いの集落は、時代に忘れ去らたまま、今も山の

中に眠るようにひっそりと残されています。 

 埼玉県境の志賀坂峠から上野村・野栗集落までの古道を、

地元ガイドがご案内いたします。 
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野
栗
古
道
は
、
２
０
０
０
年
よ
り
「
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
」
の
方
々
に
よ
っ
て
歩
道
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

■裏面のご注意点をお読みいただいた上、お申し込みくださいませ。 

 
 

ケータ イから 

 

 

森の体験館だより 

 

ブログ 

上野村 森の体験館 

〒370-1617 群馬県多野郡上野村楢原 310-1 

TEL:0274-20-7072(木曜休館) FAX:0274-59-2520 

Email taiken@uenomura.ne.jp 

森の体験館ブログ http://uenotaiken.gunmablog.net/ 

森の体験館ホームページ http://www.uenomura.ne.jp/ueno7072/ 

上野村ホームページ http://www.uenomura.ne.jp/ 

 

お 申 込 み ・ お 問 い 合 わ せ は 

村人とのふれあい 

 

民家を訪れ、古老のお話に耳を傾けながら休息をとり

ます。実際に古道を生活の道として利用してきた方々か

ら当時の様子を聞いてみましょう。 

 

幻の集落 
昭和５０年代以降、人が住まなくなった集落・明家

み ょ う け

(神

流町)。山に還りゆく神社跡など、時間が止まってしまった

ような光景が待っています。 

木々の新芽がいっせいに萌える山々の風景。山中に

残る段々畑の石積み、鎮守の杜、お寺、集落。村人たち

によって代々守られてきた里山を歩きます。 

新緑の里山 

 
過ぎし時代には、秩父からも参拝客をあ

つめた「産泰神社」。ご神木のイチイの大

木とともに山中に眠る（明家集落） 

¥10,500- 

 

（1 泊 2 食、ガイド料、昼食代、保険代込） 

 

ホテル ヴィラせせらぎ宿泊プラン 

清流のほとりの露天風呂で疲れを癒す 

 

２４日夕食・２５日朝食バイキング付 

 

 

日帰りプラン 

（ツアーガイド料、昼食代、保険代込） 

 

 

¥2,000- 
 


